
 
令和７（２０２５）年１０月３１日 

  
 

１１月（霜月）号 

   

 「子ども時代」 

 １０月１８日（土）、引地台小学校第４２回運動会を、晴天の下、開催

することができました。児童登校時はやや雲も多かったのですが、元気

いっぱいの子どもたちの様子を太陽も見に来てくれたみたいです。 

  

どの場面も素晴らしかったですが、演技の感想を話させてください。 

１．２年生の「Carrying Happiness」。 

スティックのきらきらと子どもたちの瞳のきらきらで華やかなレヴュ

ーを見ているようでした。多くの振り付けと隊形移動をしっかり身に付

けて楽しく踊ることができました。 

３．４年生の「エイサー～心躍る 琉球の風～」。 

曲の始まり、きりりと引き締まった姿勢から躍動的な踊りと太鼓の音

へ。いっぺんに沖縄の空の下にいるような気分になりました。上手にエ

イサーを踊ることができる子どもたちがうらやましかったです。 

５．６年生の「引小ソーラン ２０２５」。 

“構え”で気合が入りました。さあ、高学年の大きな見せ場です。大海

原で波の音にも負けない「ソーラン ソーラン」の掛け声。網いっぱい

のニシンを引き上げる力強さと、なかまと一緒に大漁に歓喜する様子が

表現でき、見ごたえ十分なソーラン節でした。さすが高学年！ 

 

私の小学校時代はもう数十年も前ですが…。今思うに、子ども時代って

短かったなと。自分もそうですし、自分の子どもも、あっという間に大

人になってしまいました。毎日、新しいことを学び、できるようになっ

ていく子どもたちの毎日を大切にしたい、そして、子どもたち自身も大

切にしてほしいと、改めて思う運動会でした。 

あたたかいご声援をありがとうございました。       校長 


